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舞
台
　
周
囲
が
岩
石
ば
か
り
の
大
谿
谷
の
底
を
想
像
さ
せ
る
所
、
極
度
に
晴
れ

　
渡
つ
た
早
春
の
朝
、
遠
く
か
ら
太
鼓
の
に
ぶ
い
音
と
、
タ
ン
バ
リ
ン
の
低
い

　
音
が
断
続
的
に
聞
え
て
く
る
、
舞
台
ボ
ン
ヤ
リ
と
し
て
何
か
間
の
ぬ
け
た
感
。

　○
い
ざ
り
一
、
（
空
虚
な
舞
台
へ
這
ひ
出
て
く
る
、
舞
台
の
中
央
で
も
の
う
く
、

　
哀
調
を
帯
び
て
、
間
の
の
び
た
声
で
）
右
や
左
の
旦
那
さ
ま
、
（
急
速
に
）

　
世
界
の
果
て
の
、
（
真
に
迫
つ
て
）
果
て
の
果
て
の
、
果
て
に
い
た
る
ま
で

　
の
旦
那
さ
ま
方

○
い
ざ
り
二
、
（
も
の
う
く
、
哀
調
を
帯
び
て
）
右
や
左
の
奥
様
が
た
（
急
速

　
に
）
世
界
の
奥
の
、
（
真
に
迫
つ
て
）
奥
の
、
奥
の
、
奥
に
い
た
る
ま
で
の

　
奥
さ
ま
方
、

○
い
ざ
り
一
、
（
天
を
仰
い
で
）
こ
の
晴
れ
渡
つ
た
空
、
心
も
は
れ
ば
れ
す
る

　
日
に
、
わ
た
し
の
足
腰
が
立
た
な
い
と
は
（
同
情
を
乞
ふ
調
子
で
）
ど
う
ぞ

　
皆
様
、
御
同
情
下
さ
い
（
米
搗
バ
ッ
タ
の
や
う
に
頭
を
下
げ
る
）

　
　
（
青
年
合
唱
隊
の
太
鼓
の
音
、
次
第
に
高
く
、
き
こ
え
て
く
る
）
（
元
気

　
　
に
、
軽
快
に
、
隊
を
組
ん
で
行
進
）

　
　
（
婦
人
合
唱
隊
の
、
タ
ン
バ
リ
ン
の
音
き
こ
え
て
く
る
）
（
女
達
は
柔
和

　
　
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
作
、
女
性
的
に
快
活
に
、
隊
を
組
ん
で
行
進
）

○
合
唱
青
年
、
（
力
強
く
）
我
々
は
足
に
ま
か
せ
て
、
都
会
、
山
野
あ
ら
ゆ
る

　
と
こ
ろ
を
（
間
）
行
進
す
る
（
急
速
に
）
人
生
の
早
足
隊
だ
。

○
合
唱
婦
人
、
（
優
し
く
）
私
達
は
、
静
か
に
、
（
間
）
男
達
の
仕
事
を
見
守

　
る
（
急
速
に
）
人
生
の
監
視
隊
だ
。

○
合
唱
青
年
、
（
笑
ひ
の
合
唱
）
ワ
、
ハ
、
ハ
、
ハ
、
（
皮
肉
に
）
婦
人
達
が

　
我
々
の
監
視
隊
、
そ
れ
は
良
い
こ
と
だ
。

○
青
年
一
、
（
皮
肉
に
）
そ
し
て
（
徐
ろ
に
間
を
を
い
て
）
主
と
し
て
縫
ひ
も

　
の
、
つ
く
ろ
ひ
も
の
を
、
家
庭
に
あ
つ
て
は
、
分
担
し
て
を
り
ま
す
か
（
笑
）

　○
青
年
二
、
そ
れ
も
必
要
だ
、
（
高
く
）
人
生
の
ほ
こ
ろ
び
の
縫
ひ
手
は
、

　
（
確
信
的
に
）
彼
女
達
だ
。

○
青
年
一
、
（
激
し
く
皮
肉
に
）
男
が
破
つ
て
、
女
が
繕
ふ
の
か
。

○
合
唱
青
年
、
（
急
速
に
叫
ぶ
）
我
々
は
力
の
象
徴
だ
、
打
て
、
打
て
、
打
て
、

　
打
て
、
太
鼓
を
（
太
鼓
乱
打
）
音
響
を
も
つ
て
空
を
引
き
破
れ
、
あ
ら
ゆ
る

　
も
の
を
、
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
冬
の
雲
を
春
の
光
り
が
、
（
歓
喜
を
も
つ
て
）
強

　
く
引
裂
く
や
う
に
。

○
合
唱
婦
人
、
（
優
し
く
）
ダ
イ
ナ
モ
の
や
う
に
、
い
つ
も
元
気
の
良
い
、
青

　
年
達
よ
、
（
愛
撫
的
に
）
よ
く
磨
い
た
鎌
の
や
う
な
、
聡
明
な
若
者
た
ち
よ
。

　○
婦
人
一
、
あ
な
た
た
ち
は
女
性
の
緩
慢
な
愛
に
も
堪
へ
て
ゐ
る
、
忍
耐
強
い

　
友
（
激
情
的
に
）
打
て
、
打
て
（
タ
ン
バ
リ
ン
乱
打
）
情
緒
の
金
の
針
で
、

　
あ
な
た
達
の
心
の
ほ
こ
ろ
び
を
私
達
が
縫
つ
て
あ
げ
ま
せ
う
。

○
い
ざ
り
一
、
（
大
声
に
、
そ
し
て
ゆ
つ
く
り
と
）
右
や
左
の
旦
那
さ
ま
、
奥

　
様
方
、
御
騒
々
し
い
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
す
。
（
感
動
的
に
）
皆
さ
ま
方
は
お

　
親
し
い
、
仲
の
良
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
青
年
に
向
つ
て
）
旦
那
さ
ま

　
が
た
。
（
急
速
に
）
す
べ
て
を
裂
け
、
（
自
問
自
答
的
に
う
な
づ
き
な
が
ら
）

　
ウ
ム
、
す
べ
て
を
破
れ
、
だ
が
お
前
さ
ん
達
は
こ
れ
ま
で
、
（
間
）
女
達
の

　
手
に
余
る
ほ
ど
の
、
（
間
）
大
き
な
、
ほ
こ
ろ
び
を
つ
く
り
だ
し
た
、
た
め

　
し
が
あ
り
ま
す
ま
い
、
口
幅
つ
た
い
こ
と
は
、
慎
ん
で
も
ら
ひ
ま
せ
う
、
全

　
世
界
の
御
婦
人
の
、
名
誉
の
下
に
　
　

婦
人
四
、
（
歓
喜
し
て
）
ほ
ん
と
う
に
、
い
ざ
り
さ
ん
貴
方
の
言
ふ
と
ほ
り
ね
、

　
男
ら
し
い
男
は
少
な
い
の
よ
、
ヒ
ス
テ
リ
カ
ル
に
、
女
性
的
に
物
を
破
る
男

　
達
が
、
ま
た
頗
分
多
い
の
、

○
婦
人
一
、
古
い
思
想
を
引
き
さ
く
こ
と
も
遠
慮
勝
。
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○
婦
人
二
、
古
い
愛
情
か
ら
、
別
れ
る
こ
と
に
も
、
お
つ
か
な
吃
驚
。

○
婦
人
三
、
古
い
科
学
を
叩
き
こ
は
す
こ
と
も
、
臆
病
で
。

○
婦
人
四
、
古
い
芸
術
を
、
追
つ
払
ふ
こ
と
も
消
極
的
。

○
合
唱
婦
人
、
（
高
く
笑
を
含
ん
で
）
ま
だ
、
ま
だ
、
わ
た
し
た
ち
女
性
の
大

　
き
な
愛
の
手
で
男
達
は
つ
ぐ
の
ひ
切
れ
な
い
ほ
ど
、
大
き
な
破
れ
を
つ
く
つ

　
て
は
く
れ
な
い
。

○
合
唱
男
子
（
怒
り
を
帯
び
て
）
男
は
、
力
の
シ
ン
ボ
ル
だ
、
憤
怒
の
、
怒
り

　
の
象
徴
だ
、
（
イ
ザ
リ
に
向
つ
て
）
黙
れ
、
イ
ザ
リ
、
お
前
は
さ
つ
き
か
ら

　
其
処
で
誰
を
待
つ
て
ゐ
る
の
か
。

○
い
ざ
り
一
、
（
冷
笑
的
に
）
あ
な
た
が
た
こ
そ
、
さ
つ
き
か
ら
其
処
で
、
何

　
を
叫
ん
で
ゐ
る
の
か
、
何
処
か
ら
来
て
、
何
処
へ
、
お
い
で
に
な
る
ん
で
す
。

　○
青
年
一
、
（
激
し
く
）
東
か
ら
来
て
、
北
へ
行
く
の
だ
。

○
青
年
二
、
（
更
に
激
し
く
）
前
進
だ
、
行
か
う
、
我
々
に
と
つ
て
無
目
的
な

　
朝
な
ど
は
、
た
ゞ
の
一
日
も
な
い
の
だ
か
ら
、

○
青
年
三
、
（
激
し
く
）
我
々
は
太
鼓
を
う
ち
、
こ
の
や
う
に
、
街
を
す
ぎ
野

　
を
走
る
。

○
青
年
四
、
（
激
し
く
）
谷
を
わ
け
い
り
、
海
を
わ
た
る
、

○
合
唱
青
年
、
（
高
く
）
我
々
は
集
団
的
遊
戯
、
行
動
を
、
訓
練
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

○
い
ざ
り
一
、
（
神
妙
に
）
敬
意
を
払
ひ
ま
せ
う
、
若
い
時
代
に
、
刃
向
ふ
古

　
い
も
の
は
、
犬
に
喰
は
れ
ま
す
か
ら
、
（
突
拍
子
も
な
い
高
い
声
）
諸
君
、

　
緊
急
動
議
を
提
出
し
ま
す
。
勿
論
、
御
婦
人
方
も
参
加
し
て
、
す
べ
て
の
人

　
々
は
討
議
に
加
は
つ
て
下
さ
い
、
（
低
い
、
間
を
の
ば
し
て
）
提
案
と
い
ふ

　
の
は
か
う
で
す
。
諸
君
、
ワ
タ
シ
は
な
ぜ
腰
が
立
た
な
い
ん
で
せ
う
。

　
　
（
婦
人
合
唱
隊
、
タ
ン
バ
リ
ン
急
打
、
男
達
之
に
和
す
、
賑
や
か
に
、
朗

　
　
ら
か
に
、
心
が
踊
る
や
う
な
音
）

　
　
（
イ
ザ
リ
、
二
、
三
、
四
登
場
、
米
搗
バ
ッ
タ
の
や
う
に
お
低
頭
を
し
な

　
　
が
ら
）

○
合
唱
婦
人
、
（
歌
）

　
　
　
お
ゝ
、
可
哀
い
さ
う
な
、

　
　
　
イ
ザ
リ
サ
ン

　
　
　
一
里
の
路
も
遠
う
ご
ざ
る
、

　
　
　
途
中
の
小
川
で

　
　
　
も
の
お
も
ひ

　
　
　
お
ゝ
、
可
哀
い
さ
う
な

　
　
　
イ
ザ
リ
さ
ん

　
　
　
あ
な
た
の
住
居
は

　
　
　
橋
の
下

　
　
　
雨
が
、

　
　
　
ポ
ッ
ツ
リ
と
鼻
に

　
　
　
ポ
ッ
ツ
リ
と
頬
に

　
　
　
ポ
ッ
ツ
リ
と
額
に

　
　
　
雨
の
し
づ
く
が

　
　
　
三
つ
四
つ
を
ち
る
。

○
青
年
一
、
（
群
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て
絶
叫
す
る
）
や
め
て
く
れ
、
新
し
い

　
時
代
は
、
情
緒
の
性
質
を
変
へ
た
の
だ
、
女
達
の
同
情
心
の
対
照
は
何
ん
て

　
い
つ
ま
で
も
変
ら
な
い
の
だ
、
病
人
か
、
子
供
へ
か
。
さ
あ
、
セ
ン
チ
メ
ン

　
タ
ル
な
道
徳
を
う
ち
や
ぶ
つ
て
く
れ
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
さ
、
行
動
だ
、
こ

　
い
つ
に
首
つ
た
け
に
な
る
ん
だ
、
恍
惚
に
な
る
ん
だ
ど
こ
ま
で
も
追
求
す
る

　
ん
だ
、
ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
、
最
後
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の
と
こ
ろ
ま
で
。

○
合
唱
い
ざ
り
、
（
歌
）

　
　
　
御
同
情
、
あ
り
が
た
う

　
　
　
御
軽
蔑
、
感
謝

　
　
　
打
擲
、
多
謝

　
　
　
足
蹠
、
結
構

　
　
　
手
か
せ
、
足
か
せ

　
　
　
お
引
づ
り
廻
し
、
大
歓
迎
。

○
青
年
二
、
（
憤
つ
て
群
か
ら
と
び
出
し
）
な
ん
て
此
奴
等
の
存
在
は
、
空
気

　
の
性
質
を
悪
る
く
す
る
ん
だ
ら
う
、
（
憎
々
し
さ
う
に
）
糞
沈
着
に
お
ち
つ

　
き
払
つ
て
、
僅
か
な
道
程
を
、
わ
れ
〳
〵
の
十
倍
も
時
間
を
か
け
て
通
り
や

　
が
る
ん
だ
、
や
い
百
姓
め
、
た
が
ひ
に
何
か
親
し
さ
う
に
話
し
な
が
ら
、

　
（
憎
々
し
く
）
世
間
の
秘
密
を
す
べ
て
知
つ
て
ゐ
る
や
う
な
意
味
あ
り
げ
に

　
笑
ひ
合
ふ
、
さ
あ
い
ざ
り
立
て
、
立
つ
て
み
ろ
、
女
共
の
加
護
と
同
情
の
下

　
に
、
見
事
突
立
ち
あ
が
れ
、
さ
あ
立
て
、
立
て
、
青
年
達
、
こ
や
つ
の
剛
慢

　
の
腰
を
の
ば
し
て
や
る
ん
だ
（
い
ざ
り
に
襲
ひ
か
ゝ
つ
て
無
理
に
立
て
よ
う

　
と
す
る
、
婦
人
合
唱
隊
は
青
年
達
の
行
為
を
押
し
と
ど
め
て
、
男
女
た
が
ひ

　
に
揉
み
合
ふ
）

○
合
唱
い
ざ
り
、
（
陽
気
に
、
体
を
左
右
に
ふ
り
、
左
右
の
手
を
物
乞
ひ
ら
し

　
く
動
か
し
な
が
ら
、
合
唱
）
仰
せ
の
と
ほ
り
、
君
等
の
十
里
は
、
わ
れ
ら
の

　
千
里
さ
、

○
い
ざ
り
一
、
お
気
の
長
い
が
、
わ
れ
ら
が
取
柄
、

○
い
ざ
り
二
、
で
も
、
み
な
さ
ん
結
局
は
！

○
い
ざ
り
三
、
着
く
べ
き
と
こ
ろ
へ
、
着
い
た
ら
、
何
の
文
句
も
な
い
で
せ
う
。

　○
合
唱
い
ざ
り
、
さ
あ
、
タ
ワ
リ
シ
チ

　
　
　
深
刻
ぶ
つ
た

　
　
　
夜
中
の
思
想
の
幕
を
引
き
あ
げ
ろ

　
　
　
五
体
揃
つ
た
人
間
様
ぢ
や

　
　
　
と
か
く
物
事
に
尻
込
な
さ
る

　
　
　
そ
こ
で
腰
の
蝶
ツ
ガ
ヒ
の

　
　
　
は
ず
れ
た
我
々
が

　
　
　
人
生
を
陽
気
に
す
る
や
う

　
　
　
前
座
を
勤
め
ま
せ
う
。

○
い
ざ
り
一
、
然
も
君
等
よ
り
朗
ら
か
に

○
い
ざ
り
二
、
然
も
君
等
よ
り
勇
敢
に

○
い
ざ
り
三
、
然
も
君
等
よ
り
人
間
的
に

○
い
ざ
り
四
、
然
も
君
等
よ
り
大
胆
に

　
　
　
然
も
君
等
よ
り
目
的
に
向
つ
て

○
合
唱
い
ざ
り
、
朗
ら
か
に
、
勇
敢
に
、
人
間
的
に
、
大
胆
に
、
目
的
に
向
つ

　
て
、
　
　
さ
あ
始
め
よ
う
、

○
い
ざ
り
一
、
（
元
気
よ
く
）
さ
あ
頼
む
よ
、
鳴
物
を
、
太
鼓
を

○
い
ざ
り
二
、
（
皮
肉
に
）
お
願
ひ
し
ま
す
よ
、
タ
ン
バ
リ
ン
を

○
い
ざ
り
三
、
い
ざ
り
の
生
ひ
立
ち
を
過
去
の
物
語
り
を
、
御
披
露
し
ま
せ
う
。

　　
（
い
ざ
り
の
群
賑
や
か
に
踊
り
出
す
、
膝
頭
を
コ
ツ
〳
〵
と
音
さ
せ
な
が
ら
）

　　
　
　
ラ
ッ
パ
の
音
加
は
る
。
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
の
音
加
は
る
、
合
唱
隊
は
直
立

　
し
て
歌
ふ
、
四
人
の
い
ざ
り
が
身
振
面
白
く
跳
ね
な
が
ら
踊
る
。

○
合
唱
婦
人
、
こ
ゝ
に
四
人
の

　
　
　
い
ざ
り
の
兄
弟
が
ゐ
た
（
タ
ン
バ
リ
ン
）

○
合
唱
男
、
彼
等
は
生
れ
つ
き
の

　
　
　
い
ざ
り
で
は
な
か
つ
た
ら
う
（
太
鼓
）
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○
合
唱
婦
人
、
あ
る
と
き
四
人
が

　
　
　
仲
良
く
揃
つ
て
山
へ

　
　
　
獣
を
と
り
に
出
か
け
た

　
　
　
谷
底
を
ふ
と
み
を
ろ
す
と
（
タ
ン
バ
リ
ン
）

　
　
　
（
照
明
、
幻
想
的
な
青
）

○
合
唱
男
、
獲
物
が
み
つ
か
つ
た
か
、
（
太
鼓
）

○
合
唱
婦
人
、
ゐ
た
、
ゐ
た
、
ゐ
た
よ
、

　
　
　
大
き
な
奴
が
さ

　
　
　
虎
か
と
み
れ
ば
、
さ
に
非
ず

　
　
　
熊
か
と
み
れ
ば
、
さ
に
非
ず
、
（
タ
ン
バ
リ
ン
）

○
合
唱
男
、
た
と
へ
て
み
れ
ば

　
　
　
ど
う
い
ふ
格
好
の
も
の
だ
、

○
合
唱
婦
人
、
そ
れ
は
牙
が
ニ
ュ
ー
と
斯
う
い
ふ
格
好
で
突
き
で
た
、
豚
に
似

　
て
非
な
る
も
の
（
タ
ン
バ
リ
ン
）

○
合
唱
男
、
さ
て
は
猪
だ
な
、
（
太
鼓
）

○
合
唱
婦
人
、
（
歌
）
（
女
、
タ
ン
バ
リ
ン
を
叩
き
な
が
ら
、
男
太
鼓
も
こ
れ

　
に
和
す
）

　
　
　
や
れ
、
や
れ
、
や
れ
、
や
れ
、

　
　
　
嬉
し
や
な
、

　
　
　
や
れ
、
や
れ
、
や
れ
、
や
れ
、

　
　
　
心
が
踊
る

　
　
　
や
れ
、
や
れ
、
や
れ
、
や
れ
、

　
　
　
敵
を
迎
へ
て
、

　
　
　
心
が
踊
る

　
　
　
肩
の
鉄
砲

　
　
　
ダ
テ
に
は
持
た
ぬ

　
　
　
ソ
ッ
と
を
ろ
し
て

　
　
　
ト
ン
と
大
地
を

　
　
　
台
尻
で
つ
い
た
、

○
い
ざ
り
一
、
（
極
端
に
道
化
て
）
す
る
と
さ
す
が
に
、
猪
奴
は
自
然
の
子
だ
、

　
わ
ず
か
な
土
の
ふ
る
へ
に
も
、
ピ
タ
リ
と
耳
を
ふ
る
は
し
た
ね
。

○
合
唱
男
子
、
お
ゝ
猪
大
王
ど
の

　
　
　
心
お
し
づ
め
下
さ
い
、

　
　
　
そ
れ
な
る
岩
の
安
楽
椅
子
に

　
　
　
お
か
け
下
さ
い
。

○
合
唱
婦
人
、
岩
の
椅
子
に
は

　
　
　
紫
の
花

　
　
　
紅
の
ツ
タ
、
カ
ヅ
ラ

　
　
　
金
銀
の
キ
ノ
コ
を
も
つ
て

　
　
　
美
々
し
く
飾
ら
れ
、

　
　
　
口
を
伸
ば
す
と
こ
ろ
に
、

　
　
　
真
清
水
あ
り
、

　
　
　
手
を
の
ば
す
と
こ
ろ
に

　
　
　
果
実
あ
り
、

　
　
　
何
の
不
自
由
も
な
い
暮
し
な
筈
、

○
合
唱
男
子
、
（
勿
体
ぶ
つ
て
）
然
し
畜
生
の
悲
し
さ
に
、
鉄
の
玉
だ
け
は
防

　
ぎ
き
れ
ぬ
、
（
高
い
声
で
大
げ
さ
な
表
情
で
）
美
事
な
金
の
皮
、
皮
を
撃
つ

　
て
は
値
が
下
る
、
さ
て
何
処
を
う
た
う
、
や
れ
頭
を
う
つ
て
は
値
が
下
が
る
、

　
足
を
う
つ
て
も
値
が
下
が
る
、
耳
を
う
つ
て
は
倒
れ
ま
い
さ
て
ど
こ
を
、
ど

　
こ
を
覗
は
う
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○
い
ざ
り
一
、
そ
こ
で
わ
し
ら
は
協
議
し
た
、

　
　
二
つ
の
眼
玉
に
四
つ
の
玉
を
撃
ち
込
ま
う

　
　
鉄
砲
う
ち
の
名
人
は

　
　
そ
ん
な
こ
と
な
ど
わ
け
が
な
い
。

○
い
ざ
り
二
、
何
時
か
も
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
つ
た
、

　
　
高
い
木
の
、
い
ち
ば
ん
上
の
枝
の

　
　
木
の
葉
を
う
ち
落
し
、
そ
の
葉
が
地
面
ま
で
つ
か
な
い
間
に
、

　
　
四
人
で
替
り
、
替
り
う
ち
あ
て
た
、
そ
し
た
ら
木
の
葉
が
無
く
な
つ
た
。

○
い
ざ
り
三
、
（
威
猛
高
な
声
）
平
素
の
腕
の
冴
え
を
み
せ
る
は
今
と
、
猪
大

　
王
目
が
け
て

○
い
ざ
り
一
、
引
金
を
引
か
う
と
し
た
と
き

○
い
ざ
り
三
、
我
等
の
背
後
に
あ
た
つ
て
、
物
凄
く
、
小
石
を
と
ば
し
、
石
を

　
投
げ
、

○
い
ざ
り
四
、
四
匹
の
猪
が
、
我
々
に
む
か
つ
て
、
ま
つ
し
ぐ
ら
、

○
合
唱
男
子
、
そ
こ
で
腰
の
蝶
つ
が
ひ
を
、
鋭
い
牙
で
突
き
あ
げ
ら
れ
た
。

○
合
唱
い
ざ
り
、
傷
つ
き
な
が
ら
も
お
れ
等
の
胆
つ
玉
は
す
わ
つ
て
ゐ
た
。
逃

　
げ
る
猪
の
背
後
か
ら
（
間
）
筒
口
揃
へ
て
ぶ
つ
放
し
た
。

○
合
唱
婦
人
、
（
哄
笑
）
そ
こ
で
今
度
は
猪
奴
の
腰
の
蝶
つ
が
ひ
を
撃
つ
た
と

　
い
ふ
寸
法
で
せ
う
（
笑
）

○
合
唱
い
ざ
り
、
い
か
に
も
、
い
か
に
も
、

○
合
唱
男
子
、
そ
こ
で
即
座
に
人
間
が
四
人
、
け
だ
も
の
が
四
匹
、
（
間
）
都

　
合
八
つ
の
い
ざ
り
、
そ
れ
以
来
こ
の
世
に
現
は
れ
た
と
い
ふ
わ
け
か

○
合
唱
い
ざ
り
、
ま
あ
、
聞
い
て
下
さ
い
旦
那
さ
ま
方
、
奥
様
が
た
、
そ
れ
以

　
来
の
、
わ
し
ら
の
生
活
が
（
激
し
く
ス
ス
リ
泣
き
）
ど
の
や
う
に
惨
め
で
惨

　
め
で
あ
つ
た
か
を
。

○
い
ざ
り
一
、
猪
獲
り
の
名
人
が
山
を
下
り
て
も
、
こ
ん
な
惨
め
な
腰
格
好
じ

　
や
、
だ
れ
も
迎
へ
て
く
れ
な
い
。

○
い
ざ
り
三
、
子
供
達
に
は
マ
ラ
ソ
ン
競
争
を
申
込
ま
れ
る
し

○
い
ざ
り
二
、
物
乞
ひ
も
し
ね
え
の
に
、
帽
子
を
脱
い
だ
ら
、
チ
ャ
リ
ン
と
金

　
を
放
り
こ
み
や
が
る
し
、

○
い
ざ
り
四
、
大
の
野
郎
ま
で
、
（
泣
き
な
が
ら
）
馬
鹿
に
し
く
さ
つ
て
、
背

　
く
ら
べ
に
や
つ
て
く
る

○
い
ざ
り
一
、
そ
こ
で
た
ま
ら
な
く
な
つ
て
、
村
に
引
こ
ん
で
百
姓
だ
。

○
男
子
一
、
（
激
し
く
）
百
姓
に
な
る
、
そ
い
つ
は
思
ひ
つ
き
だ
。

○
い
ざ
り
二
、
（
ふ
て
ぶ
て
し
く
）
我
々
片
輪
者
は
、
人
間
に
見
放
さ
れ
た
ん

　
だ
（
哀
れ
深
く
）
だ
が
自
然
に
し
が
み
つ
い
て
ゐ
る
分
ぢ
や
、
邪
魔
に
な
る

　
ま
い
と
思
ふ
の
さ
、

○
男
子
二
、
そ
こ
で
馬
に
ひ
つ
ぱ
ら
れ
て
、
膝
頭
で
畑
の
土
を
掻
き
ま
は
し
た

　
の
か
、

○
い
ざ
り
三
、
さ
う
だ
、
お
れ
た
ち
は
シ
ャ
ベ
ル
を
使
ふ
こ
と
は
第
一
流
に
な

　
つ
た
。
鎌
を
う
ち
こ
む
こ
と
を
熟
練
し
た
。

○
い
ざ
り
四
、
足
腰
の
満
足
な
百
姓
の
や
う
に
、
畑
打
ち
に
、
ひ
よ
い
ひ
よ
い

　
と
い
ち
〳
〵
腰
を
曲
げ
る
世
話
も
い
ら
ね
い
、

○
い
ざ
り
一
、
彼
等
よ
り
短
か
い
鍬
を
使
つ
て
、
彼
等
よ
り
ず
つ
と
先
の
方
ま

　
で
鍬
が
の
び
た
よ
、

○
男
子
二
、
（
覗
き
こ
む
や
う
に
出
て
）
自
然
は
、
き
み
た
ち
を
心
か
ら
愛
し

　
た
だ
ら
う
ね
。

○
男
子
二
、
大
地
は
君
達
百
姓
に
と
つ
て
、
偉
大
な
楯
だ
か
ら
ね
、

○
男
子
四
、
あ
ら
ゆ
る
百
姓
の
不
幸
が
、
自
然
の
影
に
か
く
れ
て
し
ま
ふ
か
ら
。

　○
男
子
一
、
（
叫
ぶ
）
百
姓
に
と
つ
て
大
地
は
隠
れ
ミ
ノ
だ
。
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○
婦
人
一
、
（
叫
ぶ
）
自
然
は
親
切
す
ぎ
る
悪
い
女
。

○
婦
人
四
、
（
叫
ぶ
）
ま
た
厳
め
し
い
父
で
も
あ
る
、

○
婦
人
三
、
（
叫
ぶ
）
自
然
の
奴
は
人
間
の
智
識
を
小
さ
く
見
よ
う
、
見
よ
う

　
と
す
る
ヤ
キ
モ
チ
焼
よ
、

○
婦
人
二
、
（
叫
ぶ
）
あ
る
と
き
は
自
然
は
人
間
を
激
し
く
折
檻
す
る
、

○
い
ざ
り
一
、
（
泣
き
声
で
）
そ
、
そ
、
そ
の
通
り
で
さ
、
わ
し
ら
折
檻
さ
れ

　
ま
し
た
よ
、
嵐
で
、
雨
で
、
風
で
、
雪
で
、
雹
を
も
つ
て
、

○
い
ざ
り
二
、
（
泣
き
声
で
）
そ
の
く
せ
後
か
ら
激
し
く
可
愛
が
る
ム
ラ
気
な

　
マ
マ
母
の
愛
の
や
う
で
も
あ
り
ま
し
た
、

○
い
ざ
り
三
、
（
泣
き
声
で
）
一
握
の
土
を
、
手
の
上
に
の
つ
け
て
ご
ら
ん
、

　
お
お
、
そ
し
た
ら
百
姓
の
苦
し
み
が
判
ら
あ
、
な
ん
て
土
は
重
い
ん
だ
手
の

　
上
の
こ
い
つ
の
重
さ
と
い
つ
た
ら
、
ま
る
で
大
地
の
重
さ
だ
、

○
男
子
一
、
（
絶
叫
的
に
）
悲
惨
だ
、
百
姓
の
智
恵
は
悲
惨
だ
、
道
徳
は
、
悲

　
惨
だ
。

○
男
子
二
、
（
耳
を
そ
ば
た
て
ゝ
）
ゴ
ー
と
い
ふ
風
鳴
り
だ
、

○
男
子
三
、
（
平
然
と
落
つ
い
て
）
風
の
前
に
は
、
か
な
は
な
い
。

○
婦
人
一
、
で
も
す
ば
ら
し
い
、
百
姓
の
小
さ
な
知
恵
が
、
大
地
の
大
き
な
苦

　
し
み
を
、
大
き
な
重
み
を
知
つ
て
ゐ
る
ん
だ
か
ら
。

○
婦
人
二
、
そ
れ
は
決
し
て
小
さ
な
智
恵
と
は
い
へ
な
い
で
せ
う
。

○
男
子
一
、
学
問
の
あ
る
も
の
は
ど
う
だ
。

○
男
子
三
、
労
働
に
依
つ
て
で
は
な
く
、
思
策
に
よ
つ
て
、

○
男
子
二
、
大
地
の
秘
密
を
知
ら
う
と
す
る
、
学
者
は
ど
う
だ
。

○
男
子
四
、
学
生
は
、
大
地
の
重
み
を
知
つ
て
ゐ
る
か
、

○
男
子
五
、
職
工
は
ど
う
だ
、

○
男
子
六
、
会
社
員
は
、
大
地
の
苦
し
み
を
知
つ
て
ゐ
る
か
、

○
合
唱
男
子
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
は
、
ど
う
だ
、

○
婦
人
二
、
百
姓
は
大
地
を
、
第
一
頁
か
ら
読
ん
で
ゆ
く
、
も
の
ゝ
三
頁
も
読

　
ま
な
い
う
ち
に
、
彼
等
は
自
然
を
理
解
し
て
し
ま
ふ
。

○
男
子
四
、
学
者
は
、
非
常
な
速
度
で
読
ん
で
ゐ
る
、
今
一
千
頁
目
だ
、
だ
が

　
大
地
の
秘
密
は
な
か
〳
〵
判
ら
な
い
。

○
合
唱
婦
人
、
（
強
く
）
大
地
の
重
圧
か
ら
人
間
を
救
へ
、

○
合
唱
い
ざ
り
、
（
哀
れ
に
）
大
地
の
重
圧
か
ら
は
ぬ
け
き
れ
ぬ
。

○
い
ざ
り
一
、
（
叫
び
）
ぬ
け
き
れ
ぬ
、

○
い
ざ
り
二
、
（
叫
び
）
ぬ
け
き
れ
ぬ
、

○
合
唱
男
子
、
（
希
望
に
満
ち
た
声
で
）
大
地
に
勝
て
勝
て
（
太
鼓
乱
打
）

○
婦
人
、
い
ざ
り
、
男
子
合
唱
、
人
間
の
集
団
の
力
を
も
つ
て
！

○
婦
人
一
、
（
恐
怖
の
眼
で
空
の
一
角
を
指
さ
し
）
お
ゝ
恐
ろ
し
い
、
恐
ろ
し

　
い
、
ご
ら
ん
、
あ
の
自
然
の
一
角
を
、

○
婦
人
二
、
（
恐
怖
を
も
つ
て
）
自
然
が
騒
ぎ
出
し
た
ご
ら
ん
、
ミ
ル
ク
色
の

　
雲
が
、
み
る
〳
〵
不
機
嫌
な
灰
色
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

○
男
子
二
、
（
感
動
的
に
）
自
然
が
美
し
い
痙
攣
を
始
め
た
の
だ

○
男
子
三
、
（
恐
怖
の
声
）
襲
つ
て
来
る
。

○
婦
人
一
、
徐
々
に

○
男
子
一
、
い
や
急
速
に
だ
　

○
婦
人
三
、
徐
々
に

○
男
子
一
、
い
や
急
速
に
　

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

○
い
ざ
り
一
、
（
身
ぶ
る
ひ
し
て
）
自
然
、
狡
猾
な
奴
、
力
よ
、

○
い
ざ
り
二
、
（
恐
怖
し
て
）
お
ゝ
、
お
前
は
、
鋼
鉄
の
鞭
を
も
つ
て
、
お
れ

　
た
ち
の
処
へ
、
打
ち
に
や
つ
て
く
る
、
（
風
の
音
、
舞
台
急
に
暗
く
な
る
）
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○
男
子
の
声
、
風
だ
、
逃
げ
ろ
、

○
男
子
の
声
、
岩
蔭
に
、

○
男
子
の
声
、
暴
風
襲
来
（
暴
風
来
る
、
電
光
乱
れ
る
男
子
婦
人
の
合
唱
隊
四

　
散
、
い
ざ
り
、
凝
然
と
座
つ
た
ま
ゝ
天
の
一
角
を
み
つ
め
つ
ゝ
風
に
堪
え
て

　
ゐ
る
）
落
雷
！

○
い
ざ
り
達
、
ウ
ー
ム
（
気
絶
し
て
、
硬
直
し
て
仰
向
け
に
倒
れ
る
（
間
）
い

　
ざ
り
達
突
然
立
ち
あ
が
り
叫
ぶ
）

○
い
ざ
り
二
、
（
高
く
絶
叫
し
て
）
お
れ
た
ち
は
、
立
つ
た
。

○
い
ざ
り
四
、
お
れ
た
ち
は
自
然
に
負
け
な
い
ぞ
、
今
度
こ
そ
は
、
貴
様
を
、

　
百
姓
の
鞭
で
ひ
つ
ぱ
た
い
て
や
る

○
い
ざ
り
一
、
さ
あ
、
尻
を
出
せ
、
眼
に
見
え
な
い
天
の
馬
め
、

○
い
ざ
り
三
、
打
ち
こ
め
、
打
ち
こ
め
、
打
ち
こ
め
、
自
然
の
風
の
中
へ
鞭
を
、

　
打
ち
こ
め
、

○
い
ざ
り
一
、
風
の
運
行
を
速
や
か
に

○
い
ざ
り
二
、
す
べ
て
は
た
つ
た
今
、
始
ま
つ
た
許
り
だ
、

○
い
ざ
り
四
、
す
べ
て
は
新
し
い
ん
だ
、

○
い
ざ
り
二
、
お
ゝ
、
新
し
い
も
の
、
新
し
い
も
の
よ
、
来
れ
、
男
子

○
婦
人
合
唱
隊
、
嵐
の
中
を
よ
ろ
め
き
な
が
ら
、
四
人
の
い
ざ
り
の
傍
へ
集
団

　
的
に
や
つ
て
く
る
、
そ
し
て
四
人
の
い
ざ
り
は
一
つ
の
記
念
碑
の
や
う
な
位

　
置
に
を
か
れ
、
合
唱
隊
は
高
く
い
ざ
り
の
群
を
支
へ
る
。

○
合
唱
（
婦
人
、
い
ざ
り
、
男
子
）
お
ゝ
、
新
し
い
も
の
、
新
し
い
も
の
よ
来

　
れ
、
奇
蹟
と
名
つ
け
ら
れ
る
も
の
を
強
く
肯
定
せ
よ
。
　
　
　
　
　
　
幕
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